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い
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森
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司

一

問
題
の
所
在

こ
ゝ
で
は
新

・
旧

「
婆
沙
論
」
の
両
方
に
存
在
す

る
部
分

で
、
し

か
も
総
括
的
な
問
題
を
取
り
扱
つ
て
い
る
と
い
え
る
雑
纏

・
雑
健
度

(新
訳

・
三
巻
-
四
十
五
巻
、
旧
訳
・
一
巻
-
二
十
四
巻
)
を
対
象

に
、
「
婆

沙
論
」
の
引
用
す
る
経
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
二
つ
の
問
題
を
考
察
す

る
。ま
ず
、

「
婆
沙
論
」
に
は
周
知
の
よ
う
に
二
百
巻
の
玄
奘
訳

「阿
毘

達
磨
大
毘
婆
沙
論
」
(新
訳
)
と
、
六
十
巻
の
浮
陀
跋
摩
共
道

泰
等
訳

(1
)

「
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
」
(旧
訳
)
の
二
本
が
現
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
二
つ
の

「
婆
沙
論
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す

で
に
何
人
か
の
先
学

(
2
)

の
綿
密
な
研
究
が
あ
朕
、

こ
れ
ら
は
た
ゞ
単

な
る
同
本
異

訳

で
は
な

く
、
異
本
異
訳
と
い
う
べ
き
で
、
そ
こ
に
は
成
立
の
場
所
や
思
想
に
違

い
が
あ
り
、
同
じ
く
有
部
と
は
い
つ
て
も
新
訳
本
は
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部

の
も
の
で
あ
り
、

旧
訳
本
は
カ
シ
ミ
ー
ル
以
外
の
有
部
の
も
の
で
は
な

か
つ
た
か
、

と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
新

・
旧
二
つ
の

「婆
沙
論
」
が
そ
の
よ
う
な
事
情
に
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ

れ
が
持
つ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
が
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
経

に
も
、

そ
れ
と
同
じ
よ
う
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う

問
題
で
あ
る
。

も
う

一
つ
は
、
所
伝
部
派
の
は
つ
き
り
し
て
い
る
南
伝

ニ
カ
ー
ヤ
は

と
も
か
く
と
し
て
、
現
存
の
種
々
の
阿
含
の
所
伝
部
派
に
つ
い
て
は
と

か
く
の
論
議
が
あ
り
、

こ
れ
ら
阿
含

・
ニ
カ
ー
ヤ
と
説

一
切
有
部
、

ひ

い
て
は
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部
、
非
カ
シ
ミ
ー
ル
有
部

と
い
つ
た
立
場
が
想

定
さ
れ
る
新

・
旧

「
婆
沙
論
」
の
引
用
す
る
経
と
は
、
ど
の
よ
う
な
関

わ
り
を
持

つ
て
い
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

二

新

・
旧

「婆
沙
論
」
引
用
経
の
同
異

ま
ず
新

・
旧
二
本
の

「婆
沙
論
」
が
引
用
す

る
経
に
、
相
違
が
認

め
ら
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
が
、

機
械
的
に
両

者
を
比

較
対
照
し
て
み
る
限
り
、
「婆
沙
論
」
自
体
の
比
較
対
照
に
お

い
て
見

出
さ
れ
る
よ
う
な
い
く
つ
か
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
(一)
一
方

に
あ
つ
て
他
方
に
な
い
と
い
う
存
欠
の
相
違
、
(二)
経

の
詳
細
な
引
用
と

そ
の

一
部
分
の
引
用
と
い
つ
た
広
略
の
相
違
、
(三)
一
方
は
偈
文
、
他
方
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は
長
行
文

と
い
つ
た
相
違
、
四
一

方
は
経
の
引
用

で
あ
る
の
に
、
他
方

は

「婆
沙
論
」
自
身
の
文
章
中
に
と
け
こ
ん
で
い
て
、
経
の
引
用
で
あ

る
こ
と
を
注
意
し
な
い
と
い
つ
た
相
違
、
田
引
用
さ
れ
る
経
の
事
項

・

内
容
や
説
き
方
の
相
違
、

な
ど
で
あ
る
。
参
考
の
た
め
に
そ
の
相
違
が

も
つ
と
も
顕
著
に
現
わ
れ
て
い
る
も
の
を
選
ん

で
例
示
し
て
み
る
と
次

の
如
き
で
あ
る
。
(a
)
は新
訳
、
(
b
)
は旧
訳
、
(
c
)
はそ
れ
が
見
出
さ
れ
る

場
合
の
相
応
現
存
経
で
あ
る
。
(傍
点
は
相
違
個
所
)

広
略
の
相
違

(
a
)
尊
者
郎
陀
夷
言
、
世
尊
於
レ我
有
二大
恩
徳
一
、謂
抜
二我
無
量
苦
一与
二我
無

量
楽
一
、滅
二我
無
量
悪
一生
二我
無
量
善
一
(巻
二
九

大
正
二
七

一
五

一

中
)

(
b
)
尊
者
優
陀
耶
言
、
世
尊
滅
二我
無
量
悪
法
一益
二我
無
量
善
法
一
(巻

一
六

大
正
二
八

一
一
六
中
)

(c
)
尊者
烏
陀
夷
…
…
世
尊
為
二我
等
一多
レ所
二饒
益
一
、善
逝
為
二我
等
一多
レ所
二

安
穏
一
、世
尊
於
レ我
除
二衆
苦
法
一増
二益
楽
法
一
、世
尊
於
レ我
除
二無
量
悪
不

善
之
法
一
、増
二益
無
量
諸
善
妙
法
一
(中
阿
含
一
九
二

加
楼
烏
陀
夷
経

大
正

一

七
四
〇
下
-
七
四
一
上
)

偈
文
と
長
行
文
の
相
違

(
a
)
如
二頌
言
一

如
レ是
五
妙
欲

可
愛
可
欣
楽

可
意
欲
所
牽

能
令
二心
染
著
一(巻

一

大
正
二
七

三
下
)

(
b
)
如
レ説
、
五
欲
美
好
能
令
二愛
心
増
長
染
著
一
(巻

一

大
正
二
八

三
中
)

契

経

の
引

用

と

「
婆

沙

論

」
自

身

の
文

の
相
違

(
a
)
如
二契
経
説
一
、以
レ
色
出
二
離
欲
一
、以
二
無
色

一出
二
離
色
一
、以
二
聖
道

一出
二
離
無

色
一
。以
二
浬
槃

一出
二
離
一

切
有
為
法

一
(巻

三
三

大
正
二
七

一
六
四
中
)

(
b
)
復
次
第

一
義
是
離
、

以
レ
色
故
離
レ
欲
、

以
二
無
色

一故
離
レ
色
、

諸

有

所

作

諸
有
所
思

以
二
浬
契

一故
離

(巻

一
七

大
正
二
八

一
二
四
上
)

事

項

・
内
容

の
相

違

(
a
)
-
イ契
経
説
、

如
レ
是
補
特
伽
羅
成
二
就
善
法
及
不
善
法
一
、善
法
隠
没
悪

法
出
現
、

有

二随
倶
行
善
根
未
断
一
、以
二
未
断

一故
従
二
此

善

根

一猶

有
下
可
レ

起
二余
善
根

一義
上
(
巻

一
六

大

正
二
七

七
九
中
)

(
a
)
-
ロ如

二彼
尊
者
無
滅
所
説

二

我
由
二
一
食
異
熟
因

一故
、

七
生
二
天

上
一

七
生
二
人
中
一
、於
二
最
後
身

一得
レ
尽

二諸
漏

一
(
巻

一

大

正
二
七

四
上
)

尊
者
無
滅
所
説
…
…
如

レ
説
、

具
寿
我
以
二
一
食

一施

二福

田
一故
、

七

生
二天

上
一作

二大
天
王
一
、七
生
二
人
中

一為

二大
国
王

一
(
巻
二
〇

大
正

二
七

九

九
中
)

(
b
)
-
イ如
レ
説
、

此
人
成

二就
善
法
一
、亦
成
二就
不
善
法
一
、此
人
不
善
法
滅
、

善
法
更
生

(
巻

一
〇

大

正
二
八

六
五
上
)

(
b
)
-
ロ如

二尊
者
阿
泥
盧
頭
説
一
、我

以
二
一
食
施
報

一
七
生
三
二
十
三
天
一
、七

生
二波
羅
奈
国

一
(
巻

一

大
正

二
八

三
中
-
下
)
阿

尼
盧
頭
経
…
…

如
レ
説

諸
長
老
我

一
食
報
故
七

生
二
三
十
三
天
一
、七
生
二波
羅
捺
国

一
(巻

一
一

大

正
二
八

八
二
上
)

(
c
)
-
イ此
人
成
二
就
善
法

崩
亦
成

二就
不
善

法
一
…
…
此

人
滅
二
善
法

一生
二
不

善
法
一
、此
人
善
法
已
滅
不
善
法
已

生
、
余

有
二善
根

一而
不
二
断
絶
一
、従
二
此

善
根

一当
二
復
更
生
一
レ善

(
中

阿
含

一
一
二

阿
奴
波

経

大

正

一

六
〇

新

・
旧

「
婆
沙
論
」

の
引
用
経

に
つ
い
て

(森
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三
七
六

一
上

・
中
)

(
c
)
-
ロ阿
那
律
陀
…
…
諸
賢
我
因
下施
二彼
一
鉢
食
一福
か
七
反
生
レ天
得
レ

為
二天
王
哨
七
反
生
レ人
復
為
二人
王
一
(中
阿
含
六
六

説
本
経

大
正

一
、
五
〇
九
上
)

こ
の
よ
う
に
新

・
旧

「婆
沙
論
」
の
引
用
す
る
経
に
は
種

々
の
相
違

が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
て
そ
れ
を
現
存
の
相
応
経
と
も
対
比

し
て
詳
細

に
検
討
し
て
み
る
と
、
二
つ
の

「
婆
沙
論
」
に
は
あ
る
立
場

や
思
想
の
相
違
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
そ
の
そ
れ
ぞ

れ
が
持

つ
て
い

て
、
そ
し

て
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
経
に
は
、一
必
ら
ず
し
も
そ
れ
ほ
ど

の
差
異
は
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
(
二
)
存
欠
の
相

違
に
つ
い
て
は
、
あ
る
い
は
こ
ゝ
に

そ
そ
の
相
違
が
現
わ
れ
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
実
に
は
そ
の
両
者
を
比
較
研

究
す
る
手
掛
り
が
残
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
あ
り
、
引
用
さ
れ
て
い
る

一
方
の
経

の
内
容
か
ら
想
像
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
教
義
上

で
重
要

な
意
味
の
あ
る
も
の
が
欠
如
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、

た
ゞ
単

に

「婆
沙
論
」
自
体
の
存
欠
の
相
違
が
こ
ゝ
に
現
わ
れ
て
い
る
に
す
き

な
い
と
考
え
て
さ
し
つ
か
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
(
二
)
広
略
の
相
違

に
つ
い
て
は
、
特
に
旧
訳
で
は

「乃
至
広
説
」
と
し
て
引
用
経
を
意
図

し
て
省
略
す
る
も
の
が
多
く
、
先
に
上
げ
た
例
の
よ
う
な
も
の
も
引
用

経
の
相
違
を
示
唆
す
る
と
見
る
必
要
も
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
更

に
、
(
三
)
偈
文
と
長
行
文
、
(四
)
経の
引
用
と

「婆
沙
論
」
の
地
の
文
と
い

つ
た
相
違

は
、
内
容
が
よ
く
似
て
お
れ
ば
、
そ
れ
は
翻
訳
の
際
の
相
違

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
特
に
後
者
は
経
そ
の
も
の
ゝ
相
違
で
あ
る

こ
と
を
全
く
意
味
し
な
い
。
そ
し
て
最
後
に
、
田

事
項

・
内
容
の
相
違

が
も
つ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
ゝ
に
上
げ
た
二
つ
の
例
に

し
て
も
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
(
イ
)
の
例
に
し

て
も
、
「婆
沙
論
」
の
引
用
し
た
趣
旨
は
同
類
因
を
証
明
せ
ん
と
し
た

の
で
あ
り
、
両
者
と
も
に
そ
の
意
図
は
十
分
通
じ
る
し
、
(
ロ
)
の
例
は
、

新
訳
が
た
ゞ
単
に
天
と
人
中
に
生
ま
れ
る
と
す
る
に
対
し
、
旧
訳
は
三

十
三
天
と
波
羅
奈
国
と
明
示
す
る
と
こ
ろ
に
違

い
が
あ
る
の
で
あ
る

が
、
こ
の
出
典
と
考
え
ら
れ
る
中
阿
含

「
説
本
経
」
で
は
別
の
ア
ヌ
ル

ッ
ダ
自
身
が
説
く
偈
の
中
で
三
十
三
天
と
明
示
さ
れ
て
お
り
、
舞
台
は

波
羅
奈
国
な
の
で
あ
る
か
ら
、
両
例

と
も

に
旧

訳
本

「婆
沙
論
」
が

意
味
を
と
つ
て
経
を
引
用
し
た
か
、
あ
る
い
は
旧
訳
に
お
い
て
意
訳
さ

れ
た
と
理
解
し
て
も
さ
ほ
ど
問
題
は
な
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に

「
婆
沙
論
」
の
二
本
に
引
用
さ
れ
て
い
る
経
に

「婆
沙

論
」
自
身
に
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
差
異
の
な
い
こ
と
は
、
筆
者
の
調
査

し
た
範
囲
で
も
二
九
〇
例
ほ
ど
が
見
出
さ
れ
る
と

い
う
数
多
く
の
引
用

の
中
で
、
相
違
が
著
し
い
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
ん

で
例
示
し
て
も
前

記
の
よ
う
な
程
度
で
あ
る
と
い
う
鳥
瞰
的
な
見
方
に
立
つ
て
も
、
ま

た

首
肯
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

三

「婆
沙
論
」
の
引
用
経
と
現
存
経

次
に

「婆
沙
論
」
の
引
用
す
る
経
と
現
存

の
阿
含

・
ニ
カ
ー

ヤ
と

は
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
あ
る
か
と
い
う
問
題

で
あ
る
が
、
そ

の
手
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掛
り
を
得

る
た
め
に
次
の
よ
う
な
二
つ
の
資
料
を
作

つ
て
み
た
。

こ
れ

ら
は
新

・
旧

「婆
沙
論
」
が
引
用
す
る
経
が
ど
の
程
度
現
存
の
経
に
合

致
す
る
か
と
い
う
意
図
の
も
と
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
こ

こ
に
云
う
合
致
と
は
た
ゞ
単
に

「婆
沙
論
」
引
用
の
相
当
経
が
見
出
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
文
章
表
現
上
に
お
い
て
も
同

一
性

を
示
す
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
る
。
即
ち
例

え
ば
、
「契
経

に

十
支
縁
起
を
説
く
が
如
し
云
々
」
と
い
う
よ
う
に
経
の
内
容
も
し
く
は

事
項
の
要
約
し
か
言
わ
な
い
場
合
や
、
因
縁
故
事
な
ど
を
簡
潔
に
紹
介

す
る
よ
う
な
場
合
は
、
た
と
え
出
典
が
見
出
さ
れ
た
と
し
て
も
除
い
て

あ
り
、
ま
た

「婆
沙
論
」
の
引
用
す
る
経
と
類
似
の
文
章
が
現
存
経
の

中
に
見
出
さ
れ
る
場
合
で
も
、
そ
れ
が
単
な
る
翻
訳
上
の
違
い
で
は
な

く
、
そ
の
も
と
と
な
つ
た
原
文
が
い
く
ら
か
で
も
異
な
つ
て
い
た
お
そ

れ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
も
合
致
と
は
し
て
い
な
い
。

し
た
が
つ
て
換
言
す
れ
ば
、
こ
ゝ
に
合
致
と
い
う

の
は
、
「
婆
沙
論
」

が
現
存

の
阿
含
、

ニ
カ
ー
ヤ

(
こ
こ
で
は
四
阿
含
・
四

ニ
カ
ー
ヤ
と
別
訳
雑

阿
含
を
主
な
対
象
と
す
る
)
の
文
章
か
ら
経
証
と
し
て
引
用
し
た
と
仮
定

す
る
な
ら

ば
、
そ
の
出
典
は
こ
れ
で
あ
る
と
言
い
得
る
も
の
で
あ
る
。

次
の
表
は

こ
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
、
雑
蘊

・
雑
健
度
中
に
引
用
さ

れ
る
経
の
文
章
に
つ
い
て
、
そ
の
合
致
す
る
も
の
を
探
し
、
そ
れ
が
見

出
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
四
阿
含

・
四
ニ
カ
ー
ヤ
の
そ
れ
ぞ
れ
と
、
偈

頌
の
引
用

が
多
く
見
出
さ
れ
る

ス
ッ
タ

ニ
パ
ー
タ

・
ダ
ン
マ
パ
ダ
な
ど

そ
の
他

の
も
の
に
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
こ
の
数
字
は

「
婆
沙
論
」
の
引
用
し
た
経
の
文
章
と
同

一
と
考

え
ら
れ
る
文
章
が
現

存
の
阿
含

・
ニ
カ
ー
ヤ
の
中
に
得
ら
れ
た
数
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な

お
表
中
の

「
他
阿
含
、
他
部
に
も
見
出
せ
る
も
の
」
と
は
、
「
婆
沙
論
」

の
引
用
す
る

一
つ
の
経
の
文
章
が
、
二
つ
以
上

の
阿
含
・
ニ

カ
ー
ヤ
に

同
時
に
見
出
せ
る
も
の
で
あ
り
、
「
他
阿
含
他
部

に
見
出
せ
な
い
も
の
」

と
は
、
た
だ

一
つ
の
阿
含
、
あ
る
い
は

ニ
カ
ー

ヤ
に
し
か
見
出
せ
な
い

も
の
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
前
者
は

「
婆
沙
論
」
が
そ
の
経
証
の
材

料
と
し
た
文
章
は
、
二
つ
以
上
の
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
意
味
し
、
後

者
は
当
該
の

一
つ
の
可
能
性
し
か
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
。

(
註
)
 
1
、

同

一
引
用
文

が
他
阿
含
他
部

に
も
見

出
せ
る
も

の
は
そ
れ
ぞ

れ

に
数

え
た
。

2
、

雑
阿
含

と
別
訳
雑
阿
含
と

の
対
応

で
あ

る
場
合
口
も

「
見
出
せ
る

も

の
」

の
方
に
入
れ
た
。

3
、
新

・
旧

「
婆
沙
論
」

の

一
方
に
し
か
な

い
引
用
文
も
含
む
。

新

・
旧

「婆

沙
論
」

の
引
用
経

に

つ
い
て

(
森
)
 

三
七
七
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新

・
旧

「
婆
沙
論
」

の
引
用
経
に

つ
い

て

(
森
)
 

三
七
八

ま
た
次

の
対
照
表
は
、
「
婆
沙
論
」
が
経
名
を
明
示
し
て
そ
の
文
章

を
引
用
す

る
も
の

(
上
段
)
と
、
現
存
の
相
当
経

(
下
段
)
を
対
合
し
た

も
の
で
あ
り
、
※
印
を
付
し
た
も
の
は
文
章
の
合
致
す
る
も
の
が
そ
こ

に
見
出
せ
る
も
の
で
あ
る
。

衆
義
品

・
義
品

(衆
義
経
)
-
※
s
n
.
 
A
tth
a
k
a
v
a
g
ga
 ※
義
足
経

池
喩
経

(池
喩
経
)
-
※
雑

阿
含

一
〇
九

※
S
.
 1
3
-
2
 P
o
k
k
h
a
r
a
n
i

諦
語
経

(薩
遮
尼
乾
子
経
)
-
※
雑
阿
含

一
一
〇

※
増

一
阿
含
三
七

-
一

〇

※
M
.
 3
5
 C
u
l
a
s
a
c
c
a
k
a
-
s
.

梵
網
経

(梵
網
経
)

長
阿
含
一
二

梵
動
経

D
.
 1
 B
rah
-

m
aja
la-s
.

師
子
吼
経

(師
子
吼
経
)
-
※
中

阿
含

一
〇
三

師
子
吼
経
 
M
.
 11

C
u
la
s
ih
a
n
a
d
a
-
s
.

八
分
経

(八
分
経
)

象
跡
喩
経
(経
)
-
※
中

阿
含
三
〇

象
跡
喩
経

※
M
.

2
8
 M
ah
ah
a
tth
ipa
d
op
a
m
a
-
s
.

郎
陀
夷
経

(優
陀
耶
経
)
-
※
中

阿
含

一
一
八

竜
象
経

塩

喩

経

(
塩
喩
経
)
-
※
A
.
 

3
-
9
9
 
L
o
n
a
p
h
a
la
 
中

阿

含

一

一

塩
喩
経

通

達

経

(浬
砒
陀
経
)
-
※
中

阿
含

一
一
一

達
梵
行
経
※
A
.

6
-
6
3
 
N
ib
b
e
d
h
ik
a

大
因
縁
経

・
大
因
縁
法
門
経

(
大
因
縁
経
・
摩詞
尼
陀
那
経
)

※
中
阿
含
九
七

大
因
経

長
阿
含

一

三

大

縁

方

便

経

D
.
 1
5
 M
a
h
a
n
i
-

d
a
n
a
-
s
.

城
喩
経

(城
喩
経
)
-
※
雑

阿
含
二
八
七
※
S
.
 
1
2
-
6
5
 

N
a
-

g
a
r
a
s
u
t
t
a

(阿
尼
盧
頭
経
)
-
※
中

阿
含
六
六

説
本
経

円
生
樹
契
経

(波
利
質
多
樹
経
)
※
中
阿
含
二

昼
度
樹
経

勝
威
経

(禅
那
刹
師
経
)
-
長

阿
含
四

闍
尼
抄
経

D
.
 
1
8
 

Jan
a
-

v
a
s
a
b
h
a
-
s
.

(註
)
 
1
、
事
項

・
内
容
の
み
の
も
の
で
文
章
を
引
か
な
い
も
の
は
除
く
。

2
、
順
序
は

「婆
沙
論
」
引
用
順
。

3
、
上
段
の
(
)
内

は
旧
訳
に
よ
る
経
名
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
作
業
の
結
果
を
検
討
し
て
み
る
と
、
ま
ず

第

一
表
か
ら
は
、
(一)
「
婆
沙
論
」
の
引
用
す
る

経

の
典
拠

が
、
各

阿

含

・
各
ニ
カ
ー
ヤ
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
、
(二)
有

部

(大
ざ
っ
ぱ
な
意
味

で
の
)
所
伝
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
中
阿
含

に
、
比
較

的
典
拠

の

見
出
さ
れ
る
数
が
多
く
、
し
か
も
こ
れ
と
対
応

す
る

M
N
に

は

「
他

阿
含

・
他
部
に
見
出
せ
な
い
も
の
」
が
存
し
な
い
こ
と
、

一
方
(
三
)
こ
れ

も
有
部
所
伝
と
さ
れ
る
雑
阿
含
に
つ
い
て
は
、

数
は
多
い
け
れ
ど
も
、

雑
阿
含
に
は
な
く
て
こ
れ
と
対
応
す
る
別
訳
雑

阿
含
や

SN

に

「
他
阿

含

・
他
部
に
見
出
せ
な
い
も
の
」
が
い
く
つ
か
存
す
る
こ
と
、
な
ど
が

注
意
さ
れ
、
第
二
表
か
ら
は
、
(四
)
中阿
含

・
雑
阿
含
に
※
印

を
付
し
た

-885-



も

の
が

多

く
、

長

阿
含
、

D
N
に

は
少

な

い

こ
と
、

し

か
し

な

が

ら

国

中

阿

含

に

も

経
名

で
は

一
致

し
な

が

ら
、

必

ら

ず

し
も

そ

の
文
章

で

は

合

致

し

な

い
も

の

も
存

す

る

こ

と
、

因

大

因

縁

法
門

経

・
大
因

縁

経

や

師

子
吼

経

な

ど
、

そ

の
対

応

経

が

長

阿

含

・
中

阿
含

・
D
N
・
M
N
な

ど

に

二

つ
以

上

現
存

す

る

経

の
中

で
は
、

も

つ

と
も

中

阿
含

に

よ
く

合

致

す

る

(
な
お

こ
の
二
経
は

「
婆
沙
論
」
に
お

い
て
経
名
を
上
げ
て
文
章

を
引
用
す

る
回
数

の
も

つ
と
も
多

い
も

の
で
、
筆
者

の
調
査

し
た
限
り
に
お
い
て

は

そ

れ

ぞ
れ

「
婆
沙

論
」
全
体

で
四
回
-
そ

の
他
経
名

を
上
げ
な

い
で
引
用

す
る
も

の

が

一
回
-
あ

り
、
こ
れ
ら

の
す

べ
て
が
中
阿
含

に
も

つ
と
も
よ
く
合
致
す

る
)
、

と
い
う
こ
と
な
ど
が
注
意
さ
れ
る
。

し
た
が

つ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
柄
か
ら
新

・
旧
「
婆
沙
論
」
の
引
用

す
る
経
と
、
現
存
の
阿
含

・
ニ
カ
ー
ヤ
と
の
関
わ
り
方
を
考
察
し
て
み

る
な
ら
ば
、
最
か
ら
、
「婆
沙
論
」
の
持
つ
て
い
た
経

と
、
現
存

の
様

々
の
部
派
所
伝
と
さ
れ
る
各
阿
含

・
ニ
カ
ー
ヤ
と
に
は
か
な
り
の
共
通

部
分
が
存
す
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
も
つ
と
も
こ
の
こ

と
は
現
存
阿
含
と

ニ
カ
ー
ヤ
の
相
互
に
対
応
す
る
部
分
も
多
い
と
い
う

こ
と
か
ら
も
当
然
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
こ
ゝ
に

「
婆
沙
論
」
が
経

を
引
用
し

て
経
証
と
す
る
姿
勢
と
し
て
、
各
部
派
に
共
有
す
る
も
の
を

選
ん
だ
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
逆
に
(
三
)
・
(
五
)

な
ど
か
ら
、
有
部
所
伝
と
さ
れ
る
中
阿
含

・
雑
阿
含
も

「婆
沙
論
」
が

持
つ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
そ
れ
と
は
、
全
同

で
は
な
か
つ
た
と
い
う

こ
と
を
意
昧
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
(
二
)
や
(
四
)
(
六
)
の

意
味
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
現

存

阿
含

・
ニ

カ

ー

ヤ

の
中

で

は
中

阿

含

が

「
婆

沙
論

」
の
持

つ

て

い

た
経

と

も

つ
と
も

近

い

と

い
う

こ
と

が

結

論

さ

れ
う

る

で
あ

ろ

う
。

1

「
婆
沙
論
」

に
は

こ
の
他
、

陀
槃
尼
撰

「
韓
婆
沙
論
」
十

四
巻

が
あ

る
が
、
異
系
と
解
し

こ
こ
で
は
取
扱

わ
な
い
。
な
お

こ
の
引
用
経

に
つ
い

て
は
畝
部
俊
英

氏

が

「
僧
伽
提

婆

の
研
究
」
(
「
同
朋
大
学
論
叢
」
第

二
十

四

・
二
十
五
号
合
併
号
所
載
)

で
検
討

さ
れ
て
い
る
。

2

渡
辺
楳
雄

「
有
部
阿
毘
達

磨
論

の
研
究
」
、
西
義
雄

「
大
正

大

蔵

経

毘
曇
部
索
引

上

解
題
」
、
河
村
孝
照

「
新

・
旧
両
婆
沙
論

の
相

違

に

つ
い
て
」
(
「
印
仏
研
」

第
十

五
巻
第

二
号
所
載
)
。

3

大
因
縁
法
門
経

・
大
因
縁
経

は
別

の
も

の
で
あ

つ
た

と
考

え

ら

れ

る

が
、

そ
れ
で
も
な
お
両
者
と
も
に
中
阿
含

・
大
因
経
に
最
も
よ
く
合
致

す

る
。

4

雑
蘊

・
維
健
度
中
に
は
経

名
を
明
示

し
て
引

用

さ

れ

て

い

な

い

が
、

「
婆
沙
論
」
全
体

で
は
帝
問
経

(帝
釈
所
問
経
)
と

い
う
名
で
二
回

(
経

名
を
上
げ
な

い
も

の
が
他
に

一
回
)
あ

り
、

こ
れ
も
そ

の
対
応
経

三
経
、

長
阿
含

・
釈
提

桓
因
経
、
中

阿
含

・
釈
問
経
、
D
N
.
 Sa
k
k
a
p
a
n
h
a
-
s
.
 

の

中

で
中
阿
含

の
も

の
に
最
も

よ
く
合
致
す
る
。

〔新

・
旧

「婆
沙
論
」

の
対
合

に
あ
た

つ
て
は
、
河
村
孝
照
博

士

の
未
発

表
論
文

「
新

・
旧
両
婆
沙

の
比
較
研
究

・
資
料

篇
」
を
参
照
さ

せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
〕

新
・
旧

「婆
沙
論
」

の
引
用
経
に

つ
い
て

(
森
)
 

三
七
九

-886-


